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研究成果の概要（和文）：本研究では、俳諧が本来的に持っていた「人を結び付ける文化」としての機能に注目
することで、俳諧の文化的な価値、俳諧資料の持つ多様性、について検討した。具体的には、「批点文化」・
「伝書文化」・「手紙文化」の３つの視点に拠ることで、これまでの俳諧研究では重要視されていなかった点印
や募句チラシ、伝書や書簡、人名禄や俳人書簡の文例集などの諸資料を研究の俎上に載せることとなった。
　その結果、従来は評価の低かった月次句合が、地方の俳人と都市の宗匠を結びつける重要な機能を果たしてい
たとする見通しを得ることができた。このことによって、文化として俳諧を再検討する意義とその方法の定着が
一歩進んだと考えている。

研究成果の概要（英文）：In this research, I examined the cultural value and the diversity of haikai 
by paying attention to the haikai's function as a "culture linking people".So I researched 
documentary records of haikai.As a result I could make an inference that in edo-period local 
haiku-poets could made friends with haiku-masters in major cities by participating in monthly haiku 
events.
This prospect will re-evaluate haiku in the late Edo-period.

研究分野： 日本近世文学

キーワード： 俳諧
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
これまでの俳諧研究は、俳諧を「文学」と

して大成した芭蕉を中心に進展してきた。す
なわち、芭蕉本人、さらには蕉風と蕉風復興
期の俳諧が研究の主な対象とされ、享保期や
幕末期に対する評価や感心は低い。 
 こうした芭蕉中心の研究に対する異議は、
かなり以前から存在したが、現在でも研究状
況にはあまり変化はない。これは「文学」的
価値観を前提とする限り、作品や作者に対す
る新たな評価軸が設定できないためである。
これまでどおり「文学」を重視している限り、
これまでの研究で価値を置かれなかった資
料の調査や翻刻は積極的に進めることがで
きず、結果として研究が進展しない、という
悪循環に陥っている。 
 
２．研究の目的 
これに対し、本研究では「文学」的価値観

だけではなく、「文化」的な価値観で俳諧史
の諸相を明らかにし、俳諧を捉えなおすこと
を目的とした。すなわち、本来「座の文芸」
として俳諧が持っていた性質に注目し、「人
を結び付ける文化」として機能していた俳諧
の価値、俳諧資料の多様性に目を向けること
を目的とした。この視点は、江戸時代の文学
や文化を理解する上で重要な視点であると
考える。本研究の目的は、文化として俳諧を
再検討する方法の確立と定着である。 
 
３．研究の方法 
本研究では、この 10 年程の間に俳諧研究

で起きた２つの大きな進展を踏まえること
ができる。１つは俳諧資料のデータベース化
の進展であり、もう１つは点取俳諧研究の進
展である。 
 データベース化の進展は、『元禄時代俳人
大観』（八木書店、2011-2012）により、宝永
四年以前の俳人の動向を網羅的に把握する
ことが可能になったこと、さらに『古典俳文
学大系』CD-ROM 版（集英社、2004）によって、
享保期以降の俳人の動向把握も比較的容易
なったことが挙げられる。 
 また、点取俳諧研究の進展は、結果として
大名俳諧資料の調査の深化、近世中期の点取
俳諧のシステムの全貌の解明、につながって
いる。これによって、従来は殆ど研究の対象
とはされていなかった点帖や点印、さらには
点取俳諧の文化全般を研究の俎上に載せる
ことが可能になってきている。 
上記２点の進展は、これまでの俳諧研究で

は注目されていなかった多くの資料を分析
し、文学史上に位置づけることが可能になっ
たとことを意味する。 
 そこで、本研究では、「俳諧の批点文

化」・「俳諧の伝書文化」・「俳諧の手紙文化」
の大きく３つの文化的視点から、諸資料を検
討し、調査研究を進めることとした。 
まず、「俳諧の批点文化」については、点

印、点帖、高点句集、募句チラシ、返草、

など、点取俳諧と月並俳諧に関する資料を
検討した。これらの資料は、芭蕉が点取俳
諧に対して否定的であったこと、明治期に
なって正岡子規が月次句合を否定したこと、
等々の理由により、これまで積極的には俳
諧研究の俎上に載せられてこなかった資料
体である。 
つぎに、「俳諧の伝書文化」については、

その内容の是非の判断だけでなく、伝書の
遣り取りの実態そのものの解明を優先した。
すなわち、これまでの伝書研究では、その
根底に、「それぞれの伝書が芭蕉の言説をど
の程度忠実に伝えているか」という興味が
あり、俳論研究の一部として各伝書の内容
が検討され、その結果により各伝書の優劣
が判断されてきた。しかし、地方俳諧の実
態解明に伝書は重要な資料となる。つまり、
現地に残る伝書を追うことで、その地方に
どの系統の俳諧がいつ頃入ってきたのかを
明らかにできる場合がある。また、ある地
域に伝えられた伝書群がその地域の俳人の
アイデンティティの拠り所となっていたと
考えられる事例もある。これが、内容の価
値判断よりも、伝書の遣り取りの実態その
ものの解明を優先した理由である。 
さらに、「俳諧の手紙文化」については、

とくに近世後期の俳人たちの手紙の遣り取
りに注目した。彼らは、全国的規模で相互
に交流するようになったが、その手段は手
紙である。すなわち、従来の研究のように
個々の俳人の伝記資料としての手紙に注目
するだけでなく、俳人向けの手紙の文例集
の刊行や、各地の俳人の人名録の刊行など、
俳人の手紙に関係する諸事象を、「手紙文
化」として調査研究の対象とした。 
 
４．研究成果 
 まず、「俳諧の批点文化」については、「出
雲俳壇史の中の大社俳壇の人々」(いずも財
団公開講座)に関わる調査の際に、手錢記念
館に所蔵される暮句チラシの内容を検討し
たところ、京都の宗匠と出雲の俳人が月次句
合によって関係を結んでいた事実を確認し
た。この問題は、「出雲俳諧史と大社俳壇」
（『出雲地域の学問・文芸の興隆と文化活動』
(いずも財団叢書・第 5 号、ただし 2018 年 6
月現在未刊、校正中）の内容に活かすことが
できた。さらに、「明治・大正期の点印―汽
車や気球、喇叭や兵士の図案―」（『太平余興』
第一集）では、近世の点印と近代の点印の意
匠を比較して報告した。具体的には、近代の
点印には、飛行船や蒸気機関車、日章旗や兵
士など、文芸とは不調和とも思われる図案を
取り入れたものが存在することを取り上げ、
和漢の詩歌や文物に基づく正当的な近世点
取俳諧の点印の意匠とは対極的であること、
また俳諧の文化的側面について考える際に
はこうした資料も当時の人々の意識を考え
る上で見落とすことのできない存在である
ことを指摘した。 



つぎに、「俳諧の伝書文化」については、
出雲地方に伝わる伝書の翻刻を継続的に行
った（「翻刻・手錢記念館所蔵俳諧伝書」（『湘
北紀要』）他、近世中期の貞門系の伝書『執
筆巻』、美濃派の雲裡坊の伝書である『答問
書』についても翻刻を行った。また、伝書を
読み解くことで見えてくる中興期俳人の俳
諧学習の実態について検討した結果を、「大
社の俳人にみる師弟関係―『岡崎日記』前後
―」（『日本文学』）として報告した。 
さらに、「俳人の手紙文化」については、

俳人の書簡文例集としての趣向を持つ俳書
である梅左編『俳諧文章車』（天保十二刊）
について調査検討を進め、「『俳諧手鑑 ふぐ
るま集』に見る近世俳人の手紙文化」（『立正
大学文学部論叢』』140 号）としてまとめた。具
体的には、文例として収録されている手紙に
名前の見える俳人たちの経歴、またその内容
を調査し、近世後期の俳人たちの交遊のあり
方について検討を加え、俳人たちの交遊のあ
り方が、たとえば歌人など、他の文芸ジャン
ルにおける交遊のあり方にも影響を与えて
いた可能性を指摘するに至った。なお、「俳
人の手紙文化」については、これまで得られ
た知見を「出雲俳諧史と大社俳壇」（『出雲地
域の学問・文芸の興隆と文化活動』(いずも
財団叢書・第 5 号)未刊、校正中）にも活か
すことができた。 
 以上、近世中期から後期に至る「手紙文化」
「伝書文化」「批点文化」の具体的あり方を
明らかにし、俳諧が「人を結びつける文化」
として機能していたことを、ある程度明確に
示すことができた。以上から得られた知見は、
これまで比較的研究が手薄であった近世後
期の俳諧に関する、あらたな研究の糸口とな
ったと考えている。 
 すなわち、近世後期の地方俳人たちが、京
都の宗匠たちと月次句合の評を依頼するこ
とによって、継続的な関係を結んでいたとい
う見通しを得ることができたのである。その
ため、化政期の月次句合に関して、以下２点
の新たな研究課題が浮上することとなった。
１．享保期以来続いた都市俳諧・地方俳諧と
いう俳壇の枠組が崩れ、それぞれ月次句合に
解消されていくこと、２．その月次句合が地
方の俳人と都市の宗匠を結びつける機能を
果たしていたこと、である。つまり、化政期
を境にして、俳壇の枠組や俳人たちの意識が
大きく変化するという問題である。本研究は、
「文化」的な価値観で俳諧史を見直すことを
目的としたが、この見通しを得たことで、文
化として俳諧を再検討する方法の確立と定
着が一歩進んだと考えている。 
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